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【順不同】 【敬称略】  
 
 
議題 1. 本研究の主論文と副論文の進捗と今後の予定について 

 (国立がん研究センター東病院 伊藤雅昭) 
主論文は 7 月～8 月に投稿予定 
副論文のうち、国立がん研究センター東病院解析チームが解析を担当するものは、以下のス

ケジュールで解析する予定 
排便機能(順天堂大学)：７～8 月 
排尿機能(がん研有明)：８～９月 
性機能(埼玉医科大)：９～10 月 
QOL(大阪医科薬科大)：10～11 月 
AV41-55 の腫瘍について(横浜市大)：11 月～12 月 
施設間格差(山口大学)：１２～1 月 
 
議題 2. 晩期合併症に関して(広島市立安佐市民病院(現在は広島大学) 下村先生) 
晩期合併症にに関する検討結果を発表していただいた。 

吻合部狭窄、吻合部瘻孔性合併症、腸管脱の発生頻度とリスク因子について発表され

た 

 



議題 3. 腫瘍局在の違いによる治療成績の検討結果 
(東北大学(現在はいわき市医療センター) 神山先生) 

腫瘍局在の違いによる治療成績の検討結果を発表して頂いた。 

腹腔鏡下手術において、肛門近傍の低位直腸癌では cStage1においても前壁病変は局

所再発のリスク因子であることが示された。 

 
【質疑応答・意見】 
特になし 
 
 

文責：塚田祐一郎 


